
令和元年度第２回「深めよう 絆 にい

がた県民会議」総会を開催しました

県教育委員会が取り組んでいる「いじめ見

逃しゼロ県民運動」の推進母体である「深め

よう 絆 にいがた県民会議」の令和元年度第

２回総会を、１月16日(木)に開催しました。

総会では、今年度の取組概要報告と令和２

年度の取組の方向について協議しました。

今年度は、９月に尾木直樹氏を招いて「い

じめ見逃しゼロ 県民の集い」を開催したほ

か、「いじめ見逃しゼロキャラバン」では、小

・中・高校あわせて25校を訪問しました。ま

た、今年度から新規に「県民サポーター」の

募集を開始しました。登録者へは「LINE公式

アカウント」を通じて、「いじめ見逃しゼロ

コラム」の配信やイベントへの参加の呼び掛

けを行っています。令和元年12月末時点での

登録者数は941名です。

令和２年度は、今年度の取組を継続して実

施することが確認され、「いじめ見逃しゼロ

県民の集い」の会場を下越地区とすることや、

「県民講座」の助成

対象を広げること、

「県民サポーター」

の登録をメールでも

行えるようにするこ

となどが提案されました。 【総会の様子】

全国水産・海洋高等学校生徒研究発表

大会で最優秀賞を受賞した県立海洋高

等学校の生徒が、教育長に大会結果を

報告しました

令和元年12月12日(木)、13日(金)に山口県

長門市中央公民館を会場に開催された第28回

全国水産・海洋高等学校生徒研究発表大会に

おいて本県初の最優秀賞を受賞した県立海洋

高等学校の生徒３人が、1月16日(木)に教育長

を訪問し、大会結果の報告を行いました。

海洋高校では、アカムツ（別名ノドグロ）

資源の保全を図ることを目的に、近畿大学と

連携して種苗生産に取り組んでおり、高校で

は全国で初めてアカムツの人工受精と稚魚期

までの飼育に成功した研究について発表を行

い、最優秀賞を受賞しました。

稲荷教育長からは、研究が確立すれば、「本

県の海洋資源となり、地域経済にも貢献でき

る」と、研究の継続について激励されました。

【教育長訪問の様子】
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第841号
令和２年２月３日発行

編集人、発行人
新潟県教育委員会

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続を目指して Ｐ２～４幼小
３：学校事務共同実施関係者研修会について Ｐ５～６全種
４：研修・講座等の実施状況と成果について Ｐ７～９全種
５：インフォメーション Ｐ10～11全種

２月号



４月から全面実施となる改訂小学校学習指

導要領では、各教科等個別の学習のみならず、

教科等や学校段階等を越えて目指す資質・能

力を育成していくことが求められており、小

学校入学当初ではスタートカリキュラムの編

成・実施が規定されています。幼児期の教育

との円滑な接続を目指すために、各校におい

ては、入学した児童が幼児期の教育における

遊びや生活をとおした学びと育ちを基礎とし

て、主体的に自己を発揮しながらより自覚的

な学びに向かうことを可能にするスタートカ

リキュラムの工夫と充実が必要です。

１ 安心スタートプランについて

柏崎小学校には、毎年約10園から児童が入

学してきています。そのため、小学校入学後

に、児童が仲間との良好な関係を築きながら、

安心して義務教育のスタートを切ることがで

きるようにしたいと考えました。そこで、４

月の１か月間は、教育課程について工夫し学

年活動を重点的に実施しながら、保幼小の接

続をスムーズに行えるように「安心スタート

プラン」に取り組んでいます。保幼小の円滑

な接続を考慮した学校体制をとることにより、

入学当初の児童が安心感を高め、主体的に自

己を発揮しながら学校生活を楽しんでいくこ

とができるように努めています。

２ 安心スタートプランの実際

小学校生活６年間のスタートとなる１年生

は、入学直後の１か月間、学年全体での指導

を優先させています。大勢の目で児童を見取

り、見守り、支援していくとともに、統一し

た指導を行うようにし、このような取組を保

護者にお知らせしています。また、学校職員

や上級生との関わりの場を多く設定し、大勢

の人に迎えられる経験を積ませていくように

しています。

(1) 学習環境や校内体制の工夫について

① 机のない学習スペースの設定

４月から１か月程度は、これまで児童

が過ごしていた幼稚園等の環境に学び、

学校生活にスムーズに順応し、自分らし

さが発揮しやすい環境を整えています。

その取組の１つとして、１年教室からす

ぐに移動することができる集会室を机の

ない学習スペースとして活用し、１日の

生活の始まり(朝の会)と終わり(帰りの

会)をゆったりとした広い空間で過ごすよ

うにしています。広いスペースを生かし、

友達や学校職員と触れ合える活動を取り

入れ、児童が安心して楽しい気持ちで学

校生活が送れるようにしています。

② 大勢の目で児童を見守り支援

柏崎小学校では、安心スタートプラン

を実施するための校内委員会を設置して

います。メンバーは、校長、教頭、教務

主任、１年担任、養護教諭、特別支援コ

ーディネーター、副コーディネーターで

す。４月は、朝の会や授業、給食等の支

援や見守りをしています。また、安心ス

タートプランを円滑に実施できるように

するために校内委員会を年８回程度開催
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幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続を目指して

義務教育課

【幼児期に慣れ親しんだ環境で安心感がもてます】



第841号 令和２年２月３日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (3)

し、園訪問や移行学級、保幼小連絡協議

会での情報を共有したり、学級編制や接

続カリキュラムの打合せをしたりしてい

ます。このように、入学前後の児童を大

勢の目で見取るようにしています。

また、他学年も１年生と関わるように

しています。例えば、６年生児童は、入

学式の翌日から１週間程度の間、１年生

教室での準備の支援や絵本の読み聞かせ

を行っています。また、５年生児童は、

給食開始からしばらくの間、配膳の支援

を行っています。このような活動をとお

して、１年生は上級生の存在を知るとと

もに、高学年とのかかわりを広げていく

きっかけとなっています。

③ 園参観と保幼小連絡協議会の実施

柏崎小学校では、児童の実態を正確に

把握するために、園訪問や保育参観、連

絡協議会を行っています。その目的は次

の２つです。

１つ目は、幼児の様子を参観したり、

園職員との情報交換を行ったりすること

で、児童一人一人の育ちの実態を把握し、

学級編制や接続カリキュラム改善のため

の情報や資料を得ることです。

２つ目は、特別支援教育の観点から訪

問等を行うことで、就学相談を進め、特

別な支援を必要とする幼児の情報を収集

することです。

このような取組を行うことで、幼児期

の発達や学びを理解したり、保幼小で期

待する児童の姿を共有したりする機会と

しています。また、園での実際の活動の

様子や具体的な児童の育ちを知る手掛か

りが得られ、児童の実態に沿った接続カ

リキュラムの作成や学級編制作業に生か

しています。

(2) 指導の工夫について

① 学年全体での指導

児童が入学して１か月間は、学習指導

や給食指導などを学級担任が入れ替わっ

たり、集会室で全児童を集めて指導した

りするなど、学年全体で指導しています。

学級担任は決まっていますが、 同じ１年

生の先生として児童がどちらの担任にも

安心して関わっていけるようにしていま

す。また、お互いの担任が各々の学級の

児童と関わることで、広い視野で一人一

人の児童の成長を見取ることができます。

② 体験を重視したカリキュラム

柏崎小学校では、入学後から１か月程

度、体験を重視した接続カリキュラムを

編成・実施しています。「ともだち」「あ

くしゅ」「たんけん」の３つのテーマを中

核として、国語、音楽、図画工作などの

内容を合科的・関連的に扱う大きな単元

構成で進めています。例えば、柏崎小学

校では、次ページのように入学当初の児

童の発達特性を考慮し、具体的な活動の

伴う学習活動を取り入れています。

授業や活動を考える際には、保幼小連

絡協議会での情報や園での参観、「10の姿」

を参考にして、期待する児童の姿を全職

員で共有しながら、児童が主体的に自己

【６年生にも安心してかかわれるきっかけとなっています】

【入学して１か月間は学年全体で指導をしています】



〇安心スタートプランの一例（４月第２週後半のある日）

８：25～ 集会室（学年全体）
朝の会 ※日直（１組２号車） ・声のものさし

・健康観察：〇〇先生お願いします／１組が終わったら２組へ ・お話をしている人に目と
・［△△先生］終わった時点でトイレ。 へそを向け、静かに話を

音楽 ・うたとなかよし 「校歌」 聞くことを徹底
・えほん

２時間目 ２階集会室
音楽 ・うたおう、おどろう

音楽の教科書の歌を歌う。

生活 ・学校たんけん ※移動中はぐれる子どもが
保健室や教務室に行く。／入り方を知る。（職員室前廊下） いないように、目配りや
南校舎へ行く。／時間があれば北校舎へも行く。 声掛けをお願いします。

・着替え（衣服のたたみ方、着替えたものの置き場所 など）
３時間目 陸上競技場
体育 ・かけっこをしてみよう

準備体操（玄関前）
背の順、各クラス４列 → 陸上競技場へ ※クラス写真の撮影
※支援児童の位置に注意
※様子を見て位置を変更することもある。
運動遊び → かけっこ（タイムを測る）
グラウンドへの出方、休み時間（20分、昼）の過ごし方

背の順、各クラス４列 → 学校へ
４時間目 教室

・着替え（体育終了後の着替え、後始末 など）
国語 ・「たいいく で はしりました」（連絡帳）

(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第841号 令和２年２月３日

を発揮できるように工夫・改善しています。

県教育委員会では、地区別保幼小合同研修

会を毎年実施しています。保幼小の教員が集

まって情報交換ができる場です。開催時には

ぜひ参加していただき、低学年指導やスター

トカリキュラムの作成等にお役立てください。

※参考文献：文部科学省、国立教育政策研究所教育課程研

究センター「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム

スタートカリキュラム導入・実践の手引き」2018、学事

出版

【児童同士が関わり合える活動を取り入れています】

入学して間もない頃のスタートカリキュラム

では、生活科を中核に児童の既習経験を生かし

た活動ができるように、朝の会で歌やゲームを

するなど友達と関わる活動を取り入れながら、

学習のきっかけづくりが生まれるようにしてい

ます。また、この時期の児童の発達の特性や学

びの特徴を踏まえ、10分～15分程度の短い時間

を活用したり、45分の授業時間を２つに分けた

りすることで時間割を構成しながら、具体的な

活動を伴う学習活動を位置付けています。

他教科等のねらいを考えながら、合科的・関

連的な指導を行っています。例では、生活科の

学校探検をした後、次時では学校近くの陸上競

技場へ行き体育をします。その後、「かけっこ」

をしたことを題材に、国語で書く活動をしてい

ます。このように、学校生活のつながりを大切

に時間割を設定することで、指導の効果を高める

ことが期待できます。



本県では、学校事務職員の急激な世代交代

が見込まれる状況をふまえ、学校事務共同実

施（以下、共同実施）により、事務処理体制

を整備し、事務処理の精度確保と学校事務職

員の資質向上を図ってきました。

共同実施要綱では、共同実施の目的を「学

校事務職員が共同で複数校の事務・業務を効

果的・効率的に実施することにより、学校事

務の適正かつ円滑な執行、事務機能の強化及

び事務処理体制の確立を図るとともに学校経

営全般に係る支援を行い、学校教育の充実を

目指す。」としています。これを受けて各市町

村教育委員会では、体制を整備し、共同実施

を推進しています。

県教育委員会では、共同実施の水準維持向

上と、各地域の取組や課題を全県で共有する

ことを目的に、各市町村教育委員会担当者や

共同実施組織構成員等を対象にした研修会を

実施しています。

６月12日(水）に県立教育センターにおいて、

学校事務共同実施関係者研修会を開催しまし

た。

１ 実践発表

共同実施の効果を学校に還元するためのこ

れからの取組と業務の見直しをテーマとして

３市の取組の発表がありました。

佐渡市の２つの共同実施グループからは、

グループ経営計画を作成し、共同実施の計画、

取組、評価、次年度への改善の一連のマネジ

メントサイクルを活用した成果と市内全グル

ープで実施された教頭・事務職員の合同研修

会で、財務改善、財務研修の意義が共通理解

され、経験の浅い学校事務職員の実践をさら

に後押ししている取組が紹介されました。

○グループ経営計画に重点的に取り組む

ことを行動計画として明示

○マネジメント研修による意識改革

○財務処理の適正化、効率化による改善

○使用教材の購入計画の比較による保護

者負担軽減の取組

校内での財務改善研修の実施や職員への働

きかけをグループで共通して取り組むことが

経験の浅い学校事務職員の力量向上につなが

る点について参加者の理解が深まりました。

【佐渡市の実践発表】

五泉市立村松小学校では、環境整備、業務

の効率化、学校内外の組織との連携等の観点

で年２回の事務部評価に取り組んでいます。

また、共同実施グループの活動計画に取組

を反映し、共同実施グループ運営委員会を活

用して成果を学校に還元する実践についての

発表もありました。

○事務部評価により学習環境、職場環境

を学校全体で見直す。

○事務部評価結果を共同実施グループ内

で共有し課題を明らかにし活動計画に

反映
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学校事務共同実施関係者研修会について

義務教育課
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さらに五泉市全体では、教育委員会と共同

実施組織が連携し、様々な職種で業務改善推

進チームを組織して、事務機能強化の推進と

学力向上、不登校減少を目指した取組を進め

ています。

教職員の意識改革と学校マネジメント強化

のための研修の実施や市広報での学校の業務

改善についての掲載の継続等、学校の状況を

伝え、市民へ理解を求めています。

【五泉市立村松小学校の実践発表】

上越市教育委員会からは、教育委員会と学

校が連携した給食費の公会計への取組による

業務改善の実践の発表がありました。

学校給食費の学校経由での収納や口座振替

不能者への対応などの改善のために、関係規

則や学校給食費の収納の流れを見直しました。

それにより、学校は、学校給食費の納付手

続会計事務、未納者への対応業務が改善され、

教育委員会は、保護者に直接請求することが

可能となりました。

○教育委員会と共同実施組織で改善方策

を協議

○上越市学校預り金協議会で学校担当者

と市担当者が事務処理方法を検討する

ことによる業務の適正化

共同実施組織を活用し、総括事務主幹が調

整役となり市教育委員会、市小中学校長会な

ど各組織が連携し協議する機会を持つことが

でき、学校給食費の公会計への取組により業

務改善につながりました。

２ 意見交換

実践発表の後、実践の共有として「共同実施

から学校に還元していること」を下記の４つの

視点で意見交換を行いました。

○業務改善に関すること。

・学校預り金システムの統一

・事務処理システムの統一

・異動時のサポート体制

○教育活動に関すること。

・公会計化による教員の負担軽減

・就学援助共通様式の作成

○学校の取組をグループ、市町村全体に拡

大したこと。

・各種事務のマニュアル化

・財務研修資料の映像化

○グループや学校での取組で効果のあった

こと。

・課題に応じた縦割りの活動

【意見交換の様子】

この研修会では、「当事者意識を持ち、様々

な角度から学校、市町村全体の課題解決に取

り組み、業務を可視化すること」、「学校評価

に基づく教育活動の充実と事務機能の強化」、

「共同実施を活用した業務改善と業務の標準

化」の必要性を学ぶ研修となりました。

各市町村で、共同実施による事務機能の強

化や事務職員の人材育成を推進しています。

今後も充実した教育活動を展開するために、

教育委員会・共同実施・学校等の関係組織と

の連携を強化し、各学校での業務改善に取り

組んでいきます。
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県教育委員会は、平成29年12月に新潟県教

員等育成指標を策定し、本県の教員に必要と

考える資質・能力をキャリアステージに応じ

て明確にしました。

県立教育センターでは、教員が研修・講座

を有効に活用して資質・能力の向上を図るこ

とができるよう、研修事業の改善に取り組ん

でいます。

今号では、今年度に実施した研修の見直し

と運営方法の改善について、その成果を紹介

します。

令和元年度から、小・中・特別支援学校の

ステップアップ研修（４年目）とジャンプア

ップ研修（９年目）を廃止し、希望研修とし

て「教科指導力向上講座（４・５年目）」を新

設、「教科リーダー育成講座（７年目以降）」

を拡充しました。

【平成30年度から令和元年度にかけての見直し（概要）】

近年の大量退職・大量採用の影響により、

経験の浅い教員が増加する中、各学校・地域

で教科指導をリードしていく教員の育成が求

められています。教員が「学び続ける教員」

として、各自のキャリアステージの中で、必

要な時期に自ら希望して主体的に学ぶことに

より、研修の効果が向上することを期待して

います。

１ 教科指導力向上講座（新設）

この講座は、教職４、５年目の「基礎形成

期」の教員を対象とした、教科指導力や授業

力の向上を図る希望研修です。「国語」「社会」

「算数・数学」「理科」「外国語」「道徳」の６

教科について、午後半日の日程で４日間開催

しました。

１日目は講義や協議をとおして受講者が自

己の授業を改善するための課題を明確にし、

２日目は教科指導の講義や協議を基に指導の

構想を練りました。３日目は単元全体を見通

した指導計画を作り、４日目はまとめとして、

１時間の授業に焦点を当てて、各自が課題解

決に取り組んだ結果を指導案にまとめました。

県内の３会場で、４回に渡って各教科の指

導主事と対話を重ね少人数で協議を行うこと

で、研修効果、満足度共に高い研修となりま

した。

２ 教科リーダー育成講座（拡充）

この講座は、「教職６年次研修」修了以降の

「能力伸長期」の教員を対象として、教科指

導力・授業力の向上を図り、地域・学校にお

ける教科指導のリーダーを育成する２年間の

希望研修です。「国語」「社会」「算数・数学」

「理科」「外国語」「道徳」の６教科を開設し

ました。

受講１年目は、８日間（令和２年度からは

５日間）で授業公開（参観）、協議等を行いま

した。２年目は、各教育事務所が主催して５

日間の研修を実施します。

今年度は、各自の授業における課題につい

て協議を通じて明確にしながら学習指導案を

作成しました。その後、研究授業の公開、参

観を行い、研究の成果をまとめて発表と共有

を行いました。研究の成果は、３月中に当セ

ンターのWebサイトで公開する予定ですので、

是非御覧ください。

研修・講座等の実施状況と成果について

県立教育センター
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本講座は、校種別・教科別の少人数で実施

することにより、受講者個々の課題に即した

具体的な授業改善の方策を検討することがで

きました。また、異校種の授業参観は、小中

連携の視点や教科指導の系統性の視点から、

大変有用なものとなりました。

県立教育センターでは、今年度から、初任

者研修を始め複数の研修・講座にWeb会議シス

テムを導入しました。

教職員の働き方改革の一環として、研修会

場への長時間移動による負担を軽減し、研修

の充実を図ること、また、研修に係る旅費を

節減することを目的としています。

１ 今年度の活用実績

県立教育センターで実施している講義を上

越、中越、佐渡の３か所の地区会場にリアル

タイムで配信することで、各地区会場での研

修・講座の受講を可能にしました。

【Web会議システム利用時の様子】

今年度は以下の研修・講座において、計10

回のWeb会議システムによる講義を実施しまし

た。

(1)初任者研修（小・中・特）

(2)教職６年次研修（小・中・特）

(3)中堅教諭等資質向上研修（小・中・特・

高）の「学習指導研修」

(4)幼・小・中・特別支援学校新任教頭研修

(5)小・中・特別支援学校新任校長、幼稚園

新任園長研修

２ 成果

受講者や講師の声を一部紹介します。

〇研修会場が分かれたおかげで移動の時

間が短縮でき、ありがたかったです。

（上越会場）

〇地元で研修を受講でき、ゆとりがもて

ました。移動の疲れや負担がなく、よ

り積極的に研修に臨めました。（佐渡

会場）

●映像は十分ですが、音量・音質の向上

を望みます。（中越会場）

●各会場との双方向通信を実現させ、質

疑等が充実するよう改善してくださ

い。（講師）

（○は成果を、●は課題を表します。）

これらの感想から、研修会場への移動に伴

う負担の軽減に大きな効果があったと考えて

います。

導入初期において音声が不明瞭になる場面

等がありましたが、機器の接続方法の見直し

などにより、改善を図りました。

３ 来年度に向けた課題

来年度に向け、県立教育センターから各会

場への一方向送信だけでなく、会場間での双

方向通信の実現を目指しています。

また、Web会議システムを導入する研修・講

座数を増やしたうえで、研修・講座の運営が

円滑に進行できるよう、スタッフ配置等、細

部にわたり検討を行っているところです。

多くの成果と課題が見えてきたWeb会議シス

テムですが、一つ一つの課題解消に向け検証

を行い、受講者にとってより有意義な研修・

講座の実現を図っています。

いじめや不登校等の課題の予防や解決に向

けて、組織的な対応による適切な指導、支援

を行うことができるよう、３つの研修を行い

ました。
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１ 情報モラルに係るネットトラブル対応講

座

ネットトラブル等の、情報モラルに関する

生徒指導上の問題への対応力の向上を図るこ

とを目的としています。

(1) 講義

ＳＮＳを運営する企業の講師から、スマー

トフォンやインターネット利用の現状と課題

について、カード型教材の演習を取り入れた

講義がありました。

また、情報モラル教育に関する支援活動を

行う団体の講師から、児童生徒の情報モラル

に対する意識や家庭におけるルールづくりに

ついての講義がありました。情報モラルにつ

いて指導する際のポイントが明確に受講者に

示されました。

(2）演習

「インターネット上において、いじめの事

案が発生した」ことを想定した演習を行いま

した。校種の違うグループで話し合うことに

より、新たな気付きや学びがありました。

２ 子どものいのちと心の危機対応力向上講

座

養護教諭を対象として、自殺のサインや対

応について理解し、その対応策について話し

合うことを通じ、問題解決に向けた組織的な

対応力の向上を図ることを目的としています。

(1) 講義

外部の講師による、事例を交えた自傷行為

等への具体的な対応や声掛けなどについての

講義が行われました。受講者からは、「対応の

仕方が明確になったので活用してみたい」「今

後の生徒理解に大いに役立ちそうだ」などの

感想がありました。

(2) 演習

「保健室における自殺予防」について協議

を行い、自校が抱えている問題を多面的に見

直したり、他校の事例を客観的に検討したり

しました。また、異校種の方と協議すること

で、「自校で生かせる視点を得ることができた」

などの感想が寄せられました。

３ いじめ・不登校等対応力向上研修

いじめや不登校等の現状と課題をについて

考え、その対応策について校種を越えて話し

合うことを通じ、いじめや不登校等の問題解

決に向けた対応力の向上を図ることを目的と

しています。

(1) 講義

生徒指導課から「本県のいじめ・不登校の

現状」について講義があり、不登校における

自立支援、初期対応、未然防止のポイント、

いじめの積極的な認知や重大事態など、組織

的対応の重要性を再確認しました。

(2) 演習

事例を基に、「い

じめから不登校重

大事態にしないた

めの対応」につい

て、校種を越えて

話し合いました。初 【グループで作成した対応図】

期対応から教室復帰までの対応を、管理職と

しての視点で協議しました。

３つの研修・講座をとおして学んだことを、

教職員全体で共有し、組織的な対応を更に推

進することが、いじめ問題、不登校等への対

応にとって重要であることを改めて確認する

ことができました。

新潟県教員等育成指標では、教員が「学び

続ける教員」として、生涯にわたり、それぞ

れのキャリアステージに応じた研修やОＪＴ

等を通じて資質・能力の向上を図ることが求

められています。

県立教育センターは、実践力向上研修や要

請訪問をとおして学校等への支援を行ってい

ます。今後もより一層当センターを御活用く

ださい。
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●県立近代美術館（長岡市）

企画展 「1964年 東京－新潟」

1964年、東京オリンピック公式
ポスターを亀倉雄策がデザイン。
同年、国内に先駆けて長岡市に
「現代美術館」が開館。日本美術
転換期の諸相を展観。取り壊しの
決まった旧・長岡現代美術館の記
録写真も併せて展示。

亀倉雄策《東京オリンピック 公式ポスター第1号》

〇会 場 県立近代美術館 企画展示室
〇会 期 １月25日(土)～３月22日(日)
〇休館日 月曜日（祝日は開館、その翌日休館）
〇開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
〇観覧料 一般700円（600円）

高校・大学生500円（400円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。
※企画展開催中は、企画展観覧券でコレクション展も御
覧いただけます。

美術鑑賞講座

◆２月１日(土)「1964年－現代美術の背景」
1964年の現代美術を取り上げ、かつその美術を生
み出した1960年代とその社会的背景について併せ
て紹介します。

◆２月15日(土)「長岡現代美術館賞と同時代美術」
1960年代の日本の新しい美術動向の中で、長岡現
代美術館賞の果たした役割を振り返ります。
〇会場 当館 講堂
〇時間 各日 午後２時～
〇入場無料・申込不要
▼お問い合わせ、新潟県立近代美術館 学芸課
TEL 0258(28)4111

県立近代美術館
住所 長岡市千秋３丁目278-14
TEL 025-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

●県埋蔵文化財センター（新潟市）
冬期企画展「発掘！新潟の遺跡2019」

新潟県教育委員会が行った最新の発掘調査の成果
を出土品や写真で解説します。縄文時代の大規模な
ムラである村上市上野遺跡や古墳時代の南魚沼市坂
之上遺跡のほか、整理作業が進んだ平安時代の阿賀
野市山口遺跡等を展示します。

村上市上野遺跡 土製垂飾とハート形顔面突起

〇会 期 ３月22日(日)まで
○時 間 午前９時～午後５時
○会 場 県埋蔵文化財センター
○主 催 新潟県埋蔵文化財センター
○休館日 期間中休館日なし
○観覧料 無料

第24回遺跡発掘調査報告会
午前中は2019年に発掘調査を行った遺跡の最新成

果について、発掘担当者がスライドで解説します。
午後からは国道8号糸魚川東バイパス・柏崎バイパ
スの調査成果に関する講演を行います。
日時：３月８日(日)午前10時～午後３時
会場：新潟県埋蔵文化財センター
【発掘調査報告】午前10時～正午
・村上市上野遺跡(縄文時代後期)
・南魚沼市坂之上遺跡・六日町藤塚遺跡(古墳時代)
・柏崎市丘江遺跡（弥生時代・中世）
・上越市古屋敷割遺跡（古代・中世）
【講演会】午後１時～３時
・ここまでわかった糸魚川の歴史
・ここまでわかった柏崎の歴史
参加費：無料
定員：100名（申込不要・当日定員になり次第締切）

上越市古屋敷割遺跡 柏崎市丘江遺跡

（古代～中世）作業風景 安土桃山時代の水田

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プログラムを

用意しています。詳しくは下記ホームページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
FAX 0250-25-3986
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん
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※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/

**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●県立万代島美術館（新潟市）

企画展
「タータン展 伝統と革新のデザイン」

図版：高田喜佐《シューズ》1990-2002年

神戸ファッション美術館蔵（高田邦雄氏寄贈）

タータンはスコットランド北西部・ハイランド地
方で発展した格子柄の織物です。本来は羊毛を綾織
にした織物を指していましたが、現在ではデザイン
そのものもタータンと呼ばれ、世界各国で愛されて
います。本展は「タータン」をテーマにした日本初
の本格的な展覧会。タータンの布地約100点、洋服や
靴をはじめ、タータンにまつわる資料や美術作品な
どを集め、その知られざる歴史や社会的、文化的背
景を幅広く紹介します。タータンの多彩な色彩や洗
練されたデザインの数々をお楽しみください。

○会 期 開催中～３月１日(日)
○休 館 日 ２月３日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆ワークショップ
パーソナルカラーで自分に似合うタータンを知ろ
う！

○日 時 ２月16日(日) 午前11時～／午後２時～
○会 場 万代島美術館展示室
○講 師 パーソナルカラー＆専属スタイリスト

サロンAlice（アリス）
○その他 申込不要／要観覧券／各回とも30席

次回予告
企画展「THE ドラえもん展 NIIGATA 2020」
３月20日(金・祝)～５月17日(日)
※前売券（一般のみ1,200円）を３月19日(木)
まで販売しています。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/


